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と大きく異なる。第一部は、昼寝前。仕事や学校に行き、その後、一日のメインの食事である昼食をとり、昼寝で締めくくる。第二部は、 寝後。日も暮れてから ショッピングにくりだしたり、レスト ンや喫茶店で友人達と集ったりする。店 営業時間も二部（たいてい九時頃から午後四時頃と、午後五時頃から夜九時頃） 分かれていることが多い。店主や店員達も一度店を閉めて自宅に帰り昼食をとる。
朝食は出勤前にとるので、仕事の後の昼
食までが非常 長くなる（ちなみに公務員の勤務時間はだいたい八時半～午後三時で、昼休みはない） 。空腹をしのぐ秘訣は間食だ。職場によって 一〇～一 にお茶を飲みながらサンドウィッチ等 つまむのが慣例になっている うだ。しかし、これはあくまで間食にすぎない。
だから、シリア人に午後四時や五時に招


















い。シリアの昼食がかなり遅いことは知っていたが、午後二時を過ぎてようやくかかってきた電話で、 「五時に来て」と言われた時は、昼食ではなくお茶だったかとさすがに不安になった。空腹で行けば腹が鳴って恥ずかし 。かと言って食べてしまうと食事 出された場合 大変なことになる（アラブ式もてな を断ることが大層困難なためである） 。悩んだあげく、食べずに行くと、料理がずらりとならんだ食卓に案内された。空腹を我慢してよかったと安堵したものだ。
さて、たっぷり昼食をとったあとは昼寝
である。これは、特に暑くて体力を消耗する夏には必須である。ま 夜遅くまで 歩くシリア人と付き合うため も必要である。
夜の約束はたい い八時か九時。特に夏


















に身体が慣れるには時間 必要だ。毎晩遅くまで出歩いてよく体がもつものだと思うのだが、シリア人に聞くと「昼寝するからさ」とのこと。だが、慣れていないと昼寝後の寝覚め 悪く、かえって疲れた感じらする。疲れがとれたのか 増したの わからない朦朧とした状態で、昼寝ですっかりリフレッシュしたシリア人に同行するのは最初はつらかった。 かし、慣れ くと夜が待ち遠しくなるから不思議だ。
シリアに来て半年ほど経った頃、隣国レ




















かってきて（シリア人の誘いはいつも突然だが） 、 行かな か、と言う。正午過ぎ、ダマスカス近郊の果樹畑 到着すると道の両側いっぱいに、真っ白な花が咲き乱れており その下をふ ふらと花を楽しむ人々の姿 あった。日本では、中東といえば砂漠、というイメージばかりだが、あんずやピスタチオの花が一面に咲き乱れる景色は日本の桜にも匹敵する美しさであった。
この時ばかりは、日本もシリアもあまり
変わらない、と思った だ。 ちろん大家さん夫妻は、ピクニックの後、昼寝をして、夜になるといつものように街中に出かけていったのかもしれないが。
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